
1 はじめに 
我が国の人口は，2008年をピークに減少に転じ，人

口減少・少子高齢社会の進展を前提として，まちづく
りの方向性の転換・見直しが喫緊の課題となっている． 
地域における人口の【量：減少】と【質：高齢化】

の変化は，地域生活の基盤である社会資本の利用者の
変化に他ならず，社会資本の整備等も人口の量・質の
変化を捉えた対応が求められる．一般に社会資本は，
供用期間が長期間にわたる特徴を有するが，利用者と
ともに施設管理者の投資余力も減退する状況下では，
整備・維持管理の戦略を長期的な観点から検討するこ
との重要性が一層高まる．社会資本は，地域生活のサ
ービス水準に直結することから，整備等の検討には生
活単位としてなるべく小地域で精度の高い将来人口予
測が有効である．将来人口予測として，国全体の推計
1)を基本に，小地域での推計結果も公表されている2)が，
小地域での将来人口予測の精度には一定の課題がある
ことが確認されている3)． 
本稿は，小地域単位の将来人口分布予測の精度向上

を目的に，既往の一般的な将来予測手法を基に，社会
増減の設定に確率分布を導入したモデルを構築する． 

2 小地域の人口予測に関する既往調査 

2.1 公表資料の小地域推計値と実績値の整合性 
国土交通省の「メッシュ別将来人口（H28 年度推計）」

による 2015 年時点の推計人口と，実績値（国勢調査
2015）の比較 3)における全国の 1km メッシュの増減率
ランク（25%レンジ）の状況は Table 1 のとおりである．
推計値と実績値の比が「25%以内（75％～125％）」の
メッシュが全体の 7 割，「25％以上」のメッシュが約
3 割の構成となる．特に「-50％以上」のメッシュ（予
測よりも強く人口が減少）が約 7％となっている． 

2.2 小地域の人口予測精度に関する既往論文 
先行研究の内，小地域での将来人口予測を行い，予

測精度に言及した既往論文の例を Table. 2 に示す． 
奥村 4)及び金森ら 5)の研究では，人口予測をメッシ

ュ単位で実施しており，予測精度（実値と推計値の相
関）は，年齢階層により差はあるが最大で 0.98 以上と
十分高い結果が示されている．ただし，精度が比較的
低い年齢構成（0.710，0.810）も存在するとともに，両
研究ともパラメータ推定に用いたデータ期間と予測期
間を重複させており，将来予測の条件設定として課題
があると言える．古藤 6)の研究では，予測の基礎単位
は町丁目単位としており，人口予測のためのパラメー
タ推定のデータ期間（1995，2000）と予測期間（2000
～2005）は重複させていない．推計値と実績値の相関
係数は 0.819 と一定の値ではあるが，改善の余地が残
されていると言える． 
小地域の人口予測結果の精度確保に課題があること

から，精度向上に資するモデルの構築を行う． 

*本稿は土木学会第 74 回年次学術講演会で発表した論文 7)

を発展させたものである． 

確率的手法を適用した小地域の将来人口分布予測の試行 
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概要 人口は社会サービス検討時の基本的な情報であり，都市施策の適用等を念頭に置くと，小地域
単位の将来予測には重要な意義がある．他方、小地域での人口将来予測において，移動率の設定は不
確定性を含みやすく，予測結果に大きく影響する可能性がある．本研究では，人口分布の将来予測結
果の精度向上を図ることを目的として，移動率の設定に確率分布の手法を適用した将来人口予測を試
行した．確率分布の適用により，町丁目単位での人口予測において一定の精度向上を確認した． 
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Table 2. 1: Example of a previous study verifying prediction accuracy 
 Ⅰ Ⅱ Ⅲ 

Author（issue year） Okumura（2005）4) Kanamori・Morikawa（2011）5) Kotoh（2008）6) 

Prediction accuracy 
Correlation coefficient: 

[Age Group] 
0.710～0.984 

Correlation coefficient: 
[Age Group] 
0.810～0.985 

Correlation coefficient 
[－] 
0.819 

Demographic data for pa-
rameter estimation 1980,1985,1990,1995,2000 1980,1985,1990,1995,2000,2005 1995,2000 

Prediction 
condition 

Forecast period 
for validation 

5years 
(From 1995 to 2000) 

10years 
(From 1995 to 2000 & 2005) 

5years 
(From 2000 to 2005) 

Target area Aichi Prefecture (19 munic-
ipalities) Hiroshima metropolitan area Yamagata City Central to 

East Suburbs 
Division Size 1km Mesh 500m Mesh District  

Table 1: Actual value/Estimated value [1km mesh] (Nationwide) 

Rank of Change Rate -50% 50-75% 75-100% 100-125% 125%- Total

# of Mesh 12,661 13,867 75,205 55,071 27,227 184,031

Percentage 6.9% 7.5% 40.9% 29.9% 14.8% 100.0%

↓ ↓ ↓

Actuial value/Estimated value [1km mesh]

±25%　【70.8%】

Over ±25%　【29.2%】



3 人口予測モデルの構築 

3.1 基本とする人口予測手法 
本論では，人口予測の一般的な手法であり，既往調

査でも用いられる「コーホート要因法」を基本として，
将来人口予測の精度向上に向けた検討を行う． 
コーホート要因法は，年齢別人口の加齢に伴って生

ずる年々の変化の要因を【①自然増減：出生及び死亡】
と【②社会増減：転入及び転出】の 2 区分（4 要素）
とし，要因毎の人口を加算して将来人口を求める方法
である．（Fig. 1 参照）なお，地域別人口予測では，
転出入による移動率を考慮する必要があり，地域間の
移動率が地域別の将来予測人口に大きく影響すること
が指摘 3)されており，移動率への留意が必要となる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 1: Population estimation Flow 
一般的なコーホート要因法における移動率は，過去

の一定期間の社会増減を基に設定され，予測の時間軸
において固定的に扱われる．予測の単位地域が小規模
である場合，一時的な社会増減が地域全体に与える影
響も大きく，その傾向が予測期間全体に影響する可能
性が課題となる． 

3.2 純移動率の設定 
本論では，社会増減のパラメータである純移動率に

ついて，Fig. 2 に示す手順で設定する． 
1st：従来手法を踏まえ，1 期間（本稿では 2000 年～

2005 年）の町丁目別純移動率を設定したデータ
セットを作成する． 

2nd：データセットからランダムサンプリングで抽出
した純移動率について代表値（分散・平均）を
算定し確率分布を設定する．確率分布の形状は，
抽出値のヒストグラムとの当てはまりを踏まえ
ラプラス分布を採用 7)する． 

3rd：確率分布の作成にあたり，試行回数が少ない場
合に設定値が偏在する可能性があることから，
機械学習のアンサンブル手法の一つであるバギ
ング法を適用する．具体的にはランダム抽出を
1000 回実施し，各抽出結果について確率分布の
設定と純移動率の再配分を行い，その平均値を
町丁目の最終的な純移動率として設定する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig. 2: Regional Movement Ratio Setting Flow 
純移動率 M’の設定式を以下に示す． 

 
ここで，w：年齢階層，i：小地域，n：抽出回数，σn，μn：

サンプル群 n の標準偏差と平均，F-1：純移動率の確率分布

の累積関数の逆関数，u：一様乱数 

4 構築したモデルの予測結果と精度の検証 

4.1 人口予測の対象地域・期間 
本稿の予測対象地域は，九州 7 県（福岡県，佐賀県，

長崎県，熊本県，大分県，宮崎県，鹿児島県）とする． 
各県の総人口の推移は Table 3 に示すとおりであり，

福岡県が微増傾向，他 6 県は減少傾向を示している． 
将来予測の地域単位は「町丁目」，パラメータ推定

の対象期間は「2000 年～2005 年」，基準年を「2005
年」とし 2015 年までの将来予測を行うものとする． 

Table 3: Prefecture Population 

40 Fukuoka Pref. 5,049,908 5,071,968 5,101,556 100.44% 100.58%

41 Saga Pref. 866,369 849,788 832,832 98.09% 98.00%
42 Nagasaki Pref. 1,478,632 1,426,779 1,377,187 96.49% 96.52%
43 Kumamoto Pref. 1,842,233 1,817,426 1,786,170 98.65% 98.28%
44 Ooita Pref. 1,209,571 1,196,529 1,166,338 98.92% 97.48%
45 Miyazaki Pref. 1,153,042 1,135,233 1,104,069 98.46% 97.25%
46 Kagoshima Pref. 1,753,179 1,706,242 1,648,177 97.32% 96.60%

Ratio
2015/2010

Total Population
[National Census]

2005 20152010
Ratio

2010/2005

 
4.2 将来人口推計値と実値の比較（都道府県単位） 
将来予測に用いる指標のうち，社会増減に関する指

標（純移動率）は 3.2 で設定した設定方法に従い，自
然増減に関する指標（出生・死亡）は，国立社会保障
人口問題研究所（IPSS）の設定方法に準じて設定した．
具体的には，生残率や死亡率について町丁目単位のデ
ータは存在しないことから，公表されている数値のう
ち，最も小地域（市町村）のものを町丁目の数値とし
て適用することを基本とした． 

Random
Sampling

Sample 
1 

DATA 
Regional Net Movement Ratio [2000-2005] 

Sample  
2 

Sample 
n 

σ1 
μ1 

σ2 
μ2 

σ n
μ n 

Standard de-
viation 

Average 

Probability distribution
[Laplace] 

Reallocation M’
matrix-1

M’ 
matrix-2 

M’
matrix-n

Set DATA 
Regional Movement Ratio [for Estimation] 

Averaging by Regional (Bagging)Pop by Gender and Age@[t] 

Pop by Gender and Age [5years or older]@[t+5] 

Ratio of children to women

Sex Ratio [Age:0-4] 

Survival rate 

Net Movement Ratio 

[year:t]

Female Population [Age:15-49]@[t+5] 

Pop by Gender [Age:0-4]@[t+5] 

[year:t+5]

Pop by Gender and Age@[t+5] 



IPSS による「都道府県単位の推計（2013 年公表）に
よる 2015 年時点の推計人口 8)」と，本稿で設定した人
口予測モデル（町丁目単位で予測，純移動率設定に確
率分布を適用）による予測結果を「都道府県単位で合
算した人口」，2015 年の実値（国勢調査）9)との比較
を Table 4 に示す． 
なお，本稿モデルでは，予測の途中段階において「広

範囲（国・県等）で別途行った推計結果」に整合させ
る等の処置は行っておらず，町丁目単位での予測結果
を県単位で加算した結果である． 

Table 4: Comparison of Estimation Results 
[2]Estimated
Population

[2]/[1]
【％】

[3]Estimated
Population

[3]/[1]
【％】

40 Fukuoka Pref. 5,101,556 5,045,624 98.90% 5,222,676 102.4%

41 Saga Pref. 832,832 827,826 99.40% 863,867 103.7%
42 Nagasaki Pref. 1,377,187 1,370,896 99.54% 1,443,710 104.8%
43 Kumamoto Pref. 1,786,170 1,775,543 99.41% 1,854,225 103.8%
44 Ooita Pref. 1,166,338 1,169,457 100.27% 1,227,608 105.3%
45 Miyazaki Pref. 1,104,069 1,107,322 100.29% 1,143,059 103.5%
46 Kagoshima Pref. 1,648,177 1,649,674 100.09% 1,732,977 105.1%

2015
Total Population

IPSS Reserch
[1]National

Census

  
実値（2015 年国勢調査）と推計値の精度比較におい

て，都道府県単位で県の総人口を予測している IPSS
の推計結果（98.90％～100.29％）には及ばないが，本
稿で構築したモデルでの誤差も【102.4％～105.3％】に
留まっており，本稿のモデルも一定の精度を有してい
ることを確認した． 

4.3 小地域単位での予測精度の比較 
国土交通省による「メッシュ別将来人口（H28 年度

推計）」3)では，実値と推計値の誤差が±25％に収まる 1km
メッシュの割合は 70.8％である．（Table 1 参照） 
本稿において構築したモデルで九州 7 県の全町丁目

の推計人口と実値（それぞれ 2015 年時点）の誤差を
25%レンジとして町丁目数を整理した結果を Table 5
に示す． 
各県において，実値と推計値の誤差が±25％以内とな

る町丁目数の構成割合は【75.8%～83.4%】，九州全体（7
県の合計）でも 78.2％となり，予測精度の向上を確認し
た．なお，将来人口予測を行う単位地域が町丁目とメ
ッシュで異なる点について留意が必要である． 

5 おわりに 
本稿では，小地域での将来人口予測にあたり，特に

課題となる社会増減において，その指標である純移動
率の設定時に確率分布の手法及びバギング法を適用す
ることで，予測精度が向上する可能性を指摘した． 
小地域での将来予測は「結果の確からしさ」の確保

に困難が伴うが，今後の人口減少社会において，社会
資本の整備等の都市施策を講じるにあたっては，市町
村単位ではなく，より詳細な地域単位での人口予測が
有効であり，本稿はその一助となるものと考える． 

なお，本稿で試行した予測結果においても，推計値
と実値に大きな乖離が示された町丁目は少なくなく，
例えば当該地域の人口数の絶対値や世代構成の特性な
ど，誤差が拡大した要因の把握・確認とさらなる精度
向上に向けた検討が必要となる．本稿では小地域の予
測結果を別枠の予測結果に整合させる処理は行ってい
ないが，小地域単位での予測精度の限界も念頭に，改
善が必要と考える． 
また，予測精度の評価方法も，実値との比率ではな

く，例えば人数差を評価するなど，予測結果の活用の
仕方等も念頭に，整理することが重要と考える． 
更に，本稿は 2005 年を基準に 2015 年を目標年次と

して予測することで，実値との比較から精度検証を行
ったものであるが，都市施策等が必要とする情報は，
より長期間での予測である．都市施策側が必要とする
予測精度の整理も並行的に行いつつ，将来予測の対象
期間の長期化を図ることが今後の課題となる． 
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Table5 : Actuial value/Estimated value [Regional] 

# of Regional Ratio # of Regional Ratio # of Regional Ratio # of Regional Ratio # of Regional Ratio # of Regional Ratio # of Regional Ratio # of Regional Ratio

～50% 346 4.6% 44 2.0% 130 3.7% 72 2.5% 60 2.7% 130 5.3% 72 4.2% 854 3.8%

50%～75% 589 7.8% 182 8.2% 315 8.9% 191 6.6% 227 10.3% 196 8.0% 98 5.7% 1,798 8.0%

75%～100% 4,267 56.3% 1,459 65.5% 2,138 60.5% 1,777 61.6% 1,358 61.4% 1,373 56.2% 1,131 65.3% 13,503 59.7%
100%～125% 1,473 19.5% 398 17.9% 612 17.3% 524 18.2% 360 16.3% 529 21.7% 283 16.3% 4,179 18.5%

125%～ 767 10.1% 138 6.2% 211 6.0% 233 8.1% 147 6.6% 190 7.8% 135 7.8% 1,821 8.1%
Estimated Pop：0 131 1.7% 6 0.3% 129 3.6% 86 3.0% 59 2.7% 23 0.9% 14 0.8% 448 2.0%

Total 7,573 100.0% 2,227 100.0% 3,535 100.0% 2,883 100.0% 2,211 100.0% 2,441 100.0% 1,733 100.0% 22,603 100.0%

±25%

Over±25%

Rank of Change Rate

81.6% 78.2%

24.2% 16.6% 22.2% 20.2% 22.3% 22.1% 18.4% 21.8%

75.8% 83.4% 77.8% 79.8% 77.7% 77.9%

Fukuoka Pref. Saga Pref. Nagasaki Pref. Kumamoto Pref. Ooita Pref. Miyazaki Pref. Kagoshima Pref. Kyushu



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


